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1 オンライン申請に
ついて 

1.1 申請の流れ 
申請の⼤まかな流れを以下に⽰します。 

図 1-1 申請の流れ 

申請者は、農林⽔産省に関連する申請⼿続を共通申請サービスを活⽤して
申請することができます。共通申請サービスでは、各種申請⼿続の申請内容
の⼊⼒、審査担当組織への提出、申請完了確認まで実施できます。 

共通申請サービスで申請を提出するためには、gBizID（プライム）を取
得する必要があります。

すでにgBizID（プライム）を取得している場合は、 13ページ「３農林水
産省共通申請サービスへログイン」から手続きを開始してください。
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2 gBizID
（プライム）の取得
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2.1 gBizID の種類 
共通申請サービスのアカウントは、デジタル庁が提供している gBizID（ジ 

ービズ アイディー）を利⽤します。gBizID とは、複数の⾏政サービスを１
つのアカウントで利⽤することのできる認証システムです。gBizID にアカウ
ントを登録すると、この認証システムにつながる複数省庁の⾏政サービスを
１つのアカウントで利⽤できます。

共通申請サービスでオンライン申請するには、ご本⼈確認済のアカウント
が必要となります。 

BizID の種類について、以下に記載します。 

● gBizID プライム
gBizIDの事務局が本⼈確認を⾏います。
共通申請サービスにて、申請を⾏うことができます。

● gBizID メンバー
gBizIDプライムを取得している組織の従業員に対し発⾏されます。共
通申請サービスにて、申請を⾏うことができます。

● gBizID エントリー
gBizIDのWEBサイト上で本⼈確認は⾏われません。
このIDでは、建築物木材利用促進協定の締結の申入れを行うことはで
きません。

本⼈確認⽅法については、５ページ「2.2ｇBizID の取得」を参照してくだ
さい。 
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2.2 gBizID の取得 
次ページから、gBizID の取得マニュアル（抜粋）を⽰します。 gBizID 

プライムを取得することで、共通申請サービスにて申請を⾏うことができま
す。 

緑の文字とマーカーで留意事項を追記しています。
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2.3 法⼈の代表者が交代する場合 
gBizID プライムに登録している法⼈の代表者が交代することになった場

合は、gBizID のウェブサイトにて新しい代表者が gBizID プライムを取得し、
マイページから同⼀法⼈番号のアカウント情報を承継することができます。

参考︓gBizID の FAQ
4-3.gBizID プライムを保有していますが、代表者が交代することとなりま

した。どうすればいいですか︖ 
https://gbiz-id.go.jp/top/faq/faq.html 

新しい代表者で gBizID を取得し、共通申請サービスを継続して利⽤する
場合は、前の代表者で申請した申請情報を新しい代表者のアカウントに紐づ
けし直す必要があります。 

このため、代表者が交代する場合は、以下のいずれかの⽅法でご連絡をお
願いします。 

① Web フォームでのご連絡
共通申請サービスのお問合せ機能で代表者の交代についてご⼊⼒の上、

「お問合せ」を送信
② お電話でのご連絡

0570-550-410（ナビダイヤル）
受付時間︓9 時 30 分〜17 時 30 分（⼟⽇祝⽇・年末年始を除く）
※ お電話の場合、通話料はお客様負担となります。

パスワードを忘れた場合 
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3 農林水産省共通申請
システムへのログサービスへログイン
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3.1 ログイン 
共通申請サービスへのログイン⽅法について説明します。 

下記の URL にアクセスすると、農林水産省共通申請サービス（申請者
⽤）のログイン前画面が表示されます。
農林水産省共通申請サービスURL︓https://e.maff.go.jp

2 画面右上の「gBizID でログイン」をクリックします。 

17



gBizID の WEB サイトログイン画⾯が表⽰されます。発⾏した gBizID 
とパスワードでログインします。

 「アカウント ID」を⼊⼒します。 

 「パスワード」を⼊⼒します。 

xxxxx@xxx.xxx�

3

3-1

3-2
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 「アカウント ID」と「パスワード」を⼊⼒した状態で「ログイン」をク
リックします。

xxxxx@xxx.xxx�

3-3
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パスワードを忘れた場合 

「パスワードを忘れた⽅はこちら」をクリックし、パスワードリセット
画⾯を表⽰します。 

「アカウント ID（メールアドレス）」を⼊⼒します。 

パスワードのリセットをするためのメールが送信されます。 
受信したメールからパスワードを再設定します。 
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初回ログイン時は「【農林⽔産省共通申請サービス】農林⽔産省共通申請
サービスにようこそ」メールが届きますが、メール内のURL、ログイン
ID は使用しないでください。

初回ログイン時は利⽤規約への同意が求められますので、内容を確認の上
「同意する」にチェックを⼊れ、「次へ」ボタンをクリックします。 

※ 同意しない場合、共通申請サービスを利⽤できません。

※

4
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受信したい通知メールの種類の設定、「代理申請」、及び「グループ申請」
を利⽤するか否かの設定をします。 
また、下図のとおり、標準の設定では、個⼈情報が公開されることはあ
りませんので、このまま先に進んでいただいても問題ありません。 

5
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認証画⾯が表⽰されます。gBizID発行時に登録したメールに届いた⼆要
素認証の認証コードを「認証コード」欄に⼊⼒し、「次へ」ボタンをク
リックしてください。 

※ ⼆要素認証のコードは、下記のようなメールで通知されます。万⼀複数回
発⾏してしまった場合、最後に発⾏された番号をご使⽤ください。

＜タイトル＞ 
【農林⽔産省共通申請サービス】ログイン⽤の認証コードが発⾏されました。 

＜本⽂＞ 
ログイン⽤の認証コードが発⾏されました。

認証コード︓00000 

------------------------------------------------------- 
本メールは送信専⽤のメールアドレスで送信しております。 
このメールについてのお問合せは、 
お⼿数ですが、農林⽔産省共通申請サービス問合せ窓⼝に御連絡ください。 

農林⽔産省共通申請サービス問合せ窓⼝ 

電話番号 0570-550-410 (ナビダイヤル) 
※お電話の場合、通話料はお客様負担となります。

サポート時間︓平⽇ 9 時 30 分〜17 時 30 分（⼟⽇祝⽇・年末年始を除く）
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 正常にログインが成功すると、共通申請サービス（申請者⽤）が表⽰さ
れます。 

7
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3.2 ログアウト 
共通申請サービスからログアウトする⽅法について説明します。 

共通申請サービス画⾯右上の「 」ボタンをクリックし、表⽰された選
択肢から「ログアウト」をクリックします。 
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ログアウトに成功すると、共通申請サービスの「ログイン前画⾯」に戻
ります。
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3.3 ⾃動ログアウト 
共通申請サービスの画⾯を操作しない状態が２時間以上続くと、セキュリ

ティ確保のため⾃動的にログアウトされます。この時、⼊⼒途中の申請内容
等は保存されませんので、⼊⼒を中断する場合は、データを⼀時保存するよ
うにしてください。⼀時保存の⼿順は 34ページ「4.3 申請を⼀時保存する・
再開する」を参照してください。

なお、下記メッセージが表⽰された場合は、「続けて使⽤する」ボタンを
クリックすると、⾃動ログアウトされずに引き続き使⽤することができます。
メッセージ表⽰後 30 秒経過すると⾃動的にログアウトされます。
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4 申請
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4.1 電⼦申請を制度名と⼿続名で探す

共通申請サービスの上部メニューから「申請」-「申請情報管理」をクリ
ックします。 

 「あなたの申請⼀覧」画⾯が開きます。画⾯右上の「新規」ボタンをクリ
ックします。 

 「申請選択」画⾯が開きます。「制度」に「建築物⽊材利⽤促進協定制度」
と⼊⼒し、選択します。 
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 「⼿続」が⼊⼒できるようになります。⼿順３と同様に、「建築物⽊材利
⽤促進協定の締結の申し⼊れ」をクリックします。 

画⾯下部の「次へ」をクリックします。 

 「申請書の編集」画⾯が表⽰されます。
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4.2 電⼦申請を作成・提出する 
⼀般的な電⼦申請の作成・提出⼿順を記載します。電⼦申請の検索⽅法につ
いては、26ページ「4.1 電⼦申請を制度名及び⼿続名で探す」または46ペー
ジ「4.6 過去の申請情報を利⽤する」のいずれかの⼿順を参照してくださ
い。本節は、「申請書の編集」画⾯が開いた状態からの⼿順を記載します。 

 「申請情報」欄を⼊⼒します。 
「申請年⽉⽇」に申請を提出する⽇付を⼊⼒します。「 」をクリックす
ると、カレンダーが表⽰されます。 
※ 未来⽇は⼊⼒できません。原則、申請の当⽇を⼊⼒してください。

 「提出先（地域レベル）」は「国」を選択します。 
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 「提出先（地域名）」は、「農林⽔産省」を選択します。 

経営体情報を確認します。 

各電⼦申請の申請内容を⼊⼒します。 
申請の代表者の⽒名（法⼈の場合は法⼈名）および住所を⼊⼒します。
複数者による協定の場合は、「 」をクリックし、協定の締結者の⽒名

（法⼈の場合は法⼈名）と住所を⼊⼒します。 
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画⾯を下にスクロールし、「構想の達成に向けた取組の内容」の欄に構想
の内容を⼊⼒します。⼊⼒字数の上限を超える場合、「 」を選択し、
さらに⼊⼒することができます。 

画⾯を下にスクロールし、「構想の対象区域」の欄に構想の対象区域を⼊
⼒します。 
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 構想の達成に向けた取組の実施開始⽇と終了予定⽇を⼊⼒します。
「 」をクリックすると、カレンダーが表⽰されます。 

⾝分証明書類（PDF形式）を登録します。「ファイルをアップロー
ド」をクリックし、登録したいファイルをアップロードします。

「ファイルをアップロード」という画⾯が表示されます。
「完了」ボタンが緑になったらクリックします。 

34



 全ての⼊⼒が終わったら、画⾯下部の「申請」ボタンをクリックしま
す。 すぐに申請しない場合は、入力状況の⼀時保存が可能です。⼀時保
存については、 34ぺージ「4.3 申請を⼀時保存する・再開する」を参照
してください。 

申請に関して質問がある場合は、お問合せいただけます。36ページ
「4.4 申請に関して問合せる」を参照してください。 

※ お問合せいただくためには、⼀時保存する必要があります。⼀時保
存については、34 ページ「4.3 申請を⼀時保存する・再開する」を
参照してください。 

 確認画⾯が開きます。⼊⼒した内容を確認し、問題なければ再度「申
請」ボタンをクリックします。一度申請した内容は修正することができ
ません。 
申請内容を修正する場合は「キャンセル」をクリックし、入力画面に戻
ります。 
申請後に修正が必要になった場合は、申請を取り下げて再申請する必要
があります。取下げについては、45ページ「4.5 申請を取り下げる」を参
照してください。 
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 「保存されました」というポップアップが表⽰され、「あなたの申請⼀覧」
の画面が表示されます。 

申請直後のステータスは「〇〇の審査受付待ち」となります。 

以上で、申請の作成と提出が完了しました。申請の結果や審査者からの問
合せ、修正確認依頼、差戻がある場合、共通申請システムからメールが届き
ます。また、共通申請サービスのホ ーム画⾯にある「通知」欄にも表⽰さ
れます。詳細は49 ページ「５審査通知」を参照してください。 
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4.3 申請を⼀時保存する・再開する 
⼊⼒した内容を共通申請サービスに⼀時保存する⼿順を記載します。 
⼊⼒を⼀時中断するときや、パソコンの不具合などによる⼊⼒内容の消失

を防ぐため、申請内容の⼊⼒途中でも⼀時保存してください。 

 ⼊⼒した申請内容を⼀時保存する場合は、「申請書の編集」画⾯下部の
「⼀時保存」ボタンを押下します。 
正常に⼀時保存されると、画⾯の上部に「⼀時保存されました」とメッ
セージが表⽰されます。

⼊⼒を中断する場合は、「キャンセル」ボタンを押下して、「申請書の編
集」画⾯を閉じます。 
また、このまま申請内容の⼊⼒を継続することもできます。 

⼀時保存からの再開する場合は、「申請情報⼀覧」画⾯から⼀時保存した
申請の「 」ボタンを押下します。 
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 「申請書の編集」画⾯が表⽰され、⼀時保存したところより項⽬を⼊⼒す
ることができます。 
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4.4 申請に関して問い合わせる 
「申請書の編集」画⾯で、申請の提出先に、申請内容に関して問い合わせる

⼿順を記載します。 
この機能は、申請の提出先に対し、申請内容に関するお問合せをする機能

のため、事前に申請情報を保存しておく必要があります。 
⼀時保存については、34 ページ「4.3 申請を⼀時保存する・再開する」

を参照してください。 

(1) お問合せ内容を⼊⼒・送信する
 「申請情報⼀覧」画⾯に表⽰されている申請情報の中から、お問合せを

する申請情報の右端の「 」ボタンを押下します。 

 「申請書の編集」画⾯が表⽰されたら、「お問合せ」タブを押下します。 

この欄に、提出先が表⽰されて
いる必要があります。 
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お問合せの内容が表⽰されます。 

新規のお問合せをする場合、「お問合せ作成」ボタンを押下します。 

 「申請に関するお問合せ・ご連絡」⼊⼒画⾯が表⽰されますので、「タイ
トル」と「お問合せ内容」を⼊⼒します。

「⽇付、時間、お問合せ番号、お問合せ元、お問合せ先、お問合せステー
タス」はお問合せ作成時に⾃動的に⼊⼒されます（⼊⼒することはでき
ません）。
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任意でファイルを添付することができます。 

 「お問合せ」ボタンを押下すると、お問合せ内容確認画⾯が表⽰されま
す。 
お問合せ先とお問合せ内容に誤りがないことを確認し、「送信」ボタンを
押下します。 

※ 記載内容を修正したい場合は「キャンセル」ボタンを押下し、入力
画面に戻ります。

※ 必須項⽬である「タイトル」、「お問合せ内容」のいずれかが⼊⼒され
ていない状態で「お問合せ」ボタンを押下すると、「（タイトル／お
問合せ内容）は必須⼊⼒項⽬です。必ず⼊⼒してください。」とメッ
セージが表⽰されます。
その場合は、指定された箇所に⼊⼒後、再度「お問合せ」ボタン
を押下します。

※ お問合せしない場合は「キャンセル」ボタンを押下します。 
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お問合せが正常に送信されると、「お問合せを送信しました。」と表⽰さ
れます。 

「検索結果」に送信したお問合せのステータスが「対応中」として表⽰さ
れます。 

お問合せのステータスは以下のとおりです。 
ステータス 内容 

対応中 お問合せ先が対応中の状態です。 

回答済 お問合せ先から回答が返信された状態です。 

共通申請サービスの通知に「申請照会回答通知」が届き、お問

合せの回答内容欄には回答が記載されています。 

完了 「解決した」ボタンを押下した状態です。 

該当のお問合せは完了となります。 
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(2) 回答・連絡を確認する
審査組織から回答が返信されると、共通申請サービスの通知に「申請照
会回答通知」が届きます。 
通知内容を確認する場合は「 」ボタンを押下します。 

通知結果が表⽰されます。 
URL リンクを押下すると、「申請書の編集」画⾯が表⽰されます。 

申請照会回答通知の内容に記載のある URL を押下すると、「申請書の編
集」画⾯が表⽰されます。 
回答内容確認のため、「お問合せ」タブを押下します。 
※申請書の編集画⾯では、未完了のお問合せがある場合には、「 」ア
イコンを表⽰します。
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お問合せ⼀覧より、確認するお問合せの「 」ボタンを押下します。 

 「申請に関するお問合せ・ご連絡」画⾯が表⽰されます。 
「申請に関するお問合せ・ご連絡」画⾯下部の「回答」欄に、回答が表⽰
されます。 

記載された回答内容で問合せが解決できた場合、「解決した」ボタンを押
下します。 
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 「ご連絡」の場合、回答が不要のため、内容の確認のみを⾏います。審査
者からの⼀⽅向の通知になります。 
また、ご連絡の場合、通知⽂書などが添付されている場合もあります。 

【添付ファイルがある場合の画像イメージ】 

 「お問合せを解決しました。」とメッセージが表⽰されます。 
「検索結果」のお問合せのステータスが「完了」と表⽰されます。 
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追加でお問合せをする場合は、「再問合せ」ボタンを押下します。再問合
せの画⾯が表⽰されるので、お問合せ内容を⼊⼒し、「送信」ボタンを押
下します。 
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 画⾯上部に「再問合せを送信しました」とメッセージが表⽰されます。 

画⾯を閉じる場合は「閉じる」ボタンを押下します。 

 「検索結果」に送信したお問合せがステータス「対応中」として表⽰され
ます。 

「再問合せ」後の確認⽅法は、お問合せの確認⽅法と同じです。 
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4.5 申請を取り下げる 
⼀度申請した内容は後から修正することができません。修正する場合は申

請の取下げを⾏います。 
取下げは申請先で受付がまだ⾏われていない状態（ステータスが「…受付

待ち」）であれば可能です。受付済の申請（ステータスが「…中」）を修正し
たい場合は、お問合せを利⽤し、審査者に申請の差戻を依頼してください。 

申請を取り下げる場合は、「申請情報⼀覧」画⾯で、取り下げたい申請の「 」
ボタンを押下し、ます。申請書の編集」画⾯が表⽰されたら、画⾯下部の「取下
げ」ボタンを押下してください。 

1  取下げ後に、申請内容を修正して再度申請することができます。 
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4.6 過去の申請情報を利⽤する 
過去に申請した⼿続の内容をコピーして申請する⼿順を記載します。各項

⽬に過去の申請内容が⼊⼒された状態となるため、変更が必要な項⽬のみ修
正し、申請することができます。 

※ 以下の場合にこの機能を利⽤すると便利です。
・計画変更や認定取消の場合
・何らかの理由で審査が「却下」された申請を再度申請する場合

あなたの申請⼀覧画⾯を開く 
 「申請」をクリックし、表⽰された⼀覧から「申請情報管理」をクリッ

クし、「あなたの申請⼀覧」画⾯を表⽰します。
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 「あなたの申請⼀覧」の検索結果より、コピーしたい申請の「 」ボタ
ンをクリックします。
表⽰された⼀覧から「コピーして申請」をクリックします。

上の画⾯では、認定農業者制度の交付⾦交付申請情報を選択しています。 

 「コピーして申請」画⾯が表⽰されます。 

 「申請年度（コピー先）」右側の「 」ボタンをクリックし、表⽰された
⼀覧から申請を⾏う年度をクリックします。「申請年度（コピー元）」は、

「コピーして申請」ボタンを押下した申請から取得されます。 
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画⾯右下にある「コピーして申請」ボタンをクリックします。 

選択した申請の内容がコピーされた状態の「申請書の編集」が表⽰され
ます。 
過去の情報が⼊⼒された状態から申請することができます。 

申請の作成・提出⼿順は、28ページ「4.2 電⼦⼿続を作成・提出する」
を参照してください。 
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5 審査通知
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5.1 通知の確認⼿順 
申請に関しての各種通知は、電⼦メールで申請者の電⼦メールアドレスに

送信されます。 
また、共通申請サービスのトップページには「通知」欄があり、問合せの

回答や審査者からの通知の閲覧ができます。なお、詳細未読の通知には「未
開封」の⽂字が通知の先頭に表⽰されます。 

本節では、通知の確認⼿順を記載します。 

ホーム画⾯にて、「通知」欄に通知⼀覧が表⽰されています。確認したい
通知の「 」ボタンをクリックします。

 「通知」の内容が表⽰されます。表⽰されている URL をクリックすると、
対象の申請を確認できます。 
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5.2 通知の種類 
通知には主に 5 つの種類があります。 
① 修正通知

審査者が申請を確認し、審査者が内容を修正した場合に受信する通知で
す。申請者は修正を確認し、修正が妥当かどうかを判断し回答します。 

② 差戻通知
申請に不備等があり、差戻された場合に受信する通知です。申請者は差
戻理由を確認し、申請内容を確認・修正し、再度申請します。

③ 承諾通知
審査の結果、申請が承諾された場合に受信する通知です。⼿続によって
は承諾ではなく、受理等の場合もあります。

④ 却下通知
審査の結果、申請が却下された場合に受信する通知です。却下された理
由を確認してください。却下された申請をそのまま再申請することはで
きません。

⑤ 申請照会通知・申請照会回答通知
審査者から問い合わせや通知があった場合に受信する通知です。また、
審査者に対して送信したお問合せの回答は「申請照会回答通知」になり
ます。 

修正通知 
申請の提出後、審査を担当した組織から、申請内容の修正について申請者

に確認を依頼する「修正通知」が届いた場合の対応⼿順を記載します。 

修正通知のタイトルは、「建築物⽊材利⽤促進協定制度 建築物⽊材利⽤促
進協定の締結の申⼊れの申請⼿続修正通知」となります。 

50 ページ「5.1 通知の確認⼿順」を参照し、修正通知が届いた申請の
画⾯を開いてください。 
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(1) 申請書の修正内容を確認する
 「申請書の編集」画⾯にて、「修正履歴」タブをクリックします。 

申請内容の修正履歴と、審査者が⾏った修正記録が表⽰されます。 
修正履歴と修正記録を確認後、「同意」⼜は「同意しない」をクリックし
ます。 

55



(2) 修正内容に同意する場合
修正内容に同意する場合は、「同意」ボタンを押下します。修正内容に
同意する場合は、「同意」ボタンをクリックします。 

表⽰された「同意確認」画⾯の「同意」ボタンを押下します。表⽰され
た「同意確認」画⾯の「同意」ボタンを押下します。 

ボタン押下後、「結果を送信しました」と表⽰されます。 
修正を同意した申請のステータスが「…審査中」の状態になります。 
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(3) 修正内容に同意しない場合
修正内容に同意しない場合、「同意しない」ボタンを押下します。

ボタン押下後、「同意しない理由」を⼊⼒する画⾯が表⽰されます。同意
しない理由を⼊⼒し、「確認」ボタンを押下します。

ボタン押下後、「結果を送信しました」と表⽰されます。 
修正を同意した申請のステータスが「…審査中」の状態になります。 

審査組織では、「同意しない」理由の確認と、申請内容の審査が継続して⾏
われます。 
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差戻通知 
申請の提出後、審査を担当した組織から、申請内容の⾒直しや修正などを

申請者に依頼する「差戻通知」が届いた場合の対応⼿順を記載します。 

修正通知のタイトルは、「建築物⽊材利⽤促進協定制度 建築物⽊材利⽤促
進協定の締結の申⼊れの申請⼿続差戻通知通知」となります。 

差戻理由を確認します。「申請書の編集」画⾯の⼀番下にある「差戻・
却下事由」を確認し、申請内容を修正します。 

申請内容の修正後、「申請」ボタンをクリックして再度申請します。 
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承諾通知 
提出した申請が承諾されると「承諾通知」が届きます。 

承諾通知のタイトルは、「建築物⽊材利⽤促進協定制度 建築物⽊材利⽤
促進協定の締結の申⼊れの申請⼿続承諾通知」となります。

却下通知 
提出した申請が却下されると「却下通知」が届きます。 

却下通知のタイトルは、「建築物⽊材利⽤促進協定制度 建築物⽊材利⽤促
進協定の締結の申⼊れの申請⼿続却下通知」となります。

却下された申請は、修正することができません。再度申請を⾏う場合は、 
46 ページ「4.6 過去の申請情報を利⽤する」などを参照してください。
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申請照会通知・申請照会回答通知 
審査者からお問合せ・通知があった際の「申請照会通知」及びお問合せに

対する回答があった際の「申請照会回答通知」が届いた場合の対応⼿順を記
載します。 

申請照会通知のタイトルは、「申請照会通知（お問合せ番号︓ 
XXXXXXXXXX）」、申請照会回答通知のタイトルは「申請照会通知 （お問合
せ番号︓XXXXXXXXXX）」となります。 
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6 審査状況の確認
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共通申請サービスで提出した申請の進捗状況を確認することができます。 

画⾯上部のメニューから「申請」を押下し、「申請情報管理」を押下しま
す。 

申請情報⼀覧の画⾯が表⽰されますので、検索条件の下に表⽰されてい
る⼀覧の「ステータス」欄（画⾯の⼀覧の⾒出しに「ス…」と表⽰され
ている欄）で、申請の進捗状況を確認します。 

主なステータス 
ステータス 説明 
申請待ち 申請内容を⼊⼒して保存した状態。 

このステータスの場合、まだ申請はされていま
せん。 
申請を取り下げた状態。 
申請の受付前に、申請を取り下げると、このステ
ータスになります。 
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ステータス 説明 
（差戻）申請待ち 申請が差し戻された状態。 

申請内容に何らかの問題があったために、差し
戻されると、このステータスになります。 

国審査受付待ち 申請の受付を待っている状態。 
申請直後は、このステータスになります。 

国審査中 申請の受付が⾏われた状態（審査中の状態）。 
修正確認待ち 国（農林⽔産省本省）において、申請内容が修正

され、申請者に修正内容の確認依頼が⾏われた
状態。 

審査完了 申請が承認された状態。 
却下 申請が却下された状態。 
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